










Stylistic Characteristics of Conjunctions in Spoken Japanese 





た頻度 100 以上の接続詞の内「で」を除く 43 語を対象とし，石黒(2008)を参考に意味用法
の分類を行った。さらに講演種・自発性・発話スタイルの 3 項目それぞれを 5 段階に分け
各接続詞に点数を付与し，その合計点数(15 点満点)を元に層別した。


















査方法の説明を行う。その後に第 4 節で接続詞全体の調査結果を俯瞰すると共に第 5 節で










































 CSJ での検索の結果，誤解析を除く接続詞の全用例数は 117410 件であった。今回「で」
に関しては，幅広い用法で使用され前後文脈だけでは用法の判断が難しい用例が多いため







表 1：CSJ での検索で用例数が 100 件以上確認された接続詞 
 
 
 対象の 43 語について各接続詞の講演種・自発性・発話スタイルのデータを元に層別を行
った。観点については表 2 のように各項目ごとに 5 段階に分け、それにより 1～5 点の点数
を付与した。また，3 つの観点の合計点数(15 点満点)を算出した。講演種では CSJ で付与
されている音声のタイプ(講演種などの情報)を使用した。自発性，発話スタイルに関しては
CSJ で 5 段階の評定が付けられている単独評定データを使用し配点基準を作成した。単独
評定データとは個々の講演の自発性を客観的に評価する目的で講演の現場にいるスタッフ
1 名が評定したデータである。自発性では「1 低い」「2 やや低い」「3 普通」「4 やや高い」
「5 高い」といった評定が，発話スタイルでは「1 くだけた」「2 ややくだけた」「3 普通」









全接続詞に対し評定 4・5 の割合が高くなるほど配点が高くなっている。 
配点基準による点数計算の具体的な例として順接の接続詞「から」を挙げる。「から」は
学会講演・模擬講演・対話の合計用例数が 533 例であった。その内，対話を除いた学会講
演・模擬講演の合計用例数が 524 例あり，その内学会講演は 296 例で計算すると 56.5％と
なり 3 点が付与される。自発性では評定対象の用例が 532 例あり，その内評定 4 が 168 例，
評定 5 が 193 例であった。評定 4・5 の合計は 361 例となり全体の 67.9％を占め，3 点が
接続詞 用例数 接続詞 用例数 接続詞 用例数 接続詞 用例数
で 55447 しかし 1782 それでは 599 しかしながら 221
それから 9244 では 1291 から 549 ということで 218
それで 7822 さらに 1287 または 472 ですので 204
そして 5855 そこで 1215 それでも 472 ちなみに 200
また 5673 ようするに 1176 いっぽう 434 ですが 157
あるいは 3481 ところが 724 したがって 420 ということは 149
でも 3262 しかも 683 もしくは 414 それとも 138
だから 2706 および 663 さて 289 ですけれど 136
じゃ 2283 だけれど 642 かつ 243 なので 134
ですから 2106 ただし 610 というのは 227 したがいまして 128




































 付与される。発話スタイルでは評定対象の用例が 486 例あり，その内評定 4 が 80 例，評定
5 が 26 例であった。評定 4・5 の合計は 106 例となり，全体の 21.9％を占めるため 3 点が
付与される。それぞれの点数(講演種 3，自発性 3，発話スタイル 3)を合算すると合計点数










接続詞 意味用法 講演種 自発性 発話スタイル 合計 用例数
および 並列 5 5 5 15 663
すなわち 換言 5 5 5 15 603
なお 補足 5 5 5 15 223
いっぽう 対比 5 4 5 14 434
かつ 並列 5 4 5 14 243
さて 転換 4 5 5 14 289
しかし 逆接 4 5 5 14 1782
しかしながら 逆接 5 4 5 14 221
したがって 順接 4 5 5 14 420
それでは 転換 5 4 5 14 452
そこで 転換 5 4 4 13 1215
また 並列 3 5 5 13 5673
さらに 列挙 4 4 4 12 1287
したがいまして 順接 4 3 5 12 128
ただし 補足 4 4 4 12 610
では 転換 4 4 4 12 1291
または 対比 3 4 5 12 472
あるいは 対比 4 2 5 11 3481
そして 並列 3 4 4 11 5855
ですが 逆接 3 4 4 11 157
ないし 対比 4 3 4 11 110
それとも 対比 4 2 4 10 138
から 順接 3 3 3 9 549
ということで 順接 4 2 3 9 218
ところが 逆接 3 2 4 9 724
もしくは 対比 3 2 4 9 414
それから 並列 3 2 3 8 9244
それでは 順接 2 2 4 8 147
ちなみに 補足 2 3 3 8 200
しかも 並列 2 2 3 7 683
ただ 補足 2 2 3 7 1891
ですから 順接 3 1 3 7 2106
ですので 順接 3 1 3 7 204
ということは 補足 3 2 2 7 149
というのは 補足 3 1 3 7 227
ようするに 換言 3 1 2 6 1176
じゃ 転換 2 1 2 5 2283
それで 順接 2 1 2 5 7822
それでも 逆接 1 2 2 5 472
ですけれど 逆接 2 1 2 5 136
でも 逆接 1 2 2 5 3262
なので 順接 1 2 2 5 134
だから 順接 2 1 1 4 2706




表 3 をみると，接続詞の合計点数が 13 点以上、5 点以下、その中間という 3 つの層に分
かれる。層ごとに接続詞の意味用法をみると 5点以下の層では順接や逆接の接続詞が多く，







表 4～10 には意味用法ごとに合計点数，用例数が示されている。 
 
表 4：順接の接続詞          表 5：逆接の接続詞 
  
 
 表 6：転換の接続詞表        表 7：並列の接続詞 
 
          
 





























































具体的に表を見ていくと，表 4 の順接の接続詞では 10 例中，合計点数が 13 点以上の接
続詞は 1 例のみであった。ほとんどが合計点数 9 点以下の接続詞で，合計点数 5 点以下の
接続詞は 3 例と他の意味分類と比較して多いことが読み取れる。表 5 の逆接の接続詞も同
様に 8例中合計点数が 13点以上の接続詞は 2例のみで，合計点数 5点以下の接続詞は 4例
と多い。表 9の補足の接続詞についても合計点数 5点以下の接続詞はないが，6例中合計点





第 4 節の調査結果について具体的な用例を踏まえ，考察を行う。用例中，(F )で囲まれ
た部分はフィラーを，(D )は言いよどみによる語断片を，｜は 200 ミリ秒以上のポーズを
それぞれ表す。なお，用例後の( )内には講演 ID，講演種，自発性(評定)，発話スタイル(評
定)を示している。 
 まず合計点数 5 点以下の層の用例を見ていく。合計点数 5 点以下では順接や逆接の接続
詞が多いことが第 4 節で明らかとなった。具体的にここでは「それで」「でも」の用例を挙
げる。 
(1) それで｜これを実は｜図で表わしますと｜(F えー)(D (? んねんね))一番(F えー)
成績の良かった第一グループから第十八グループ｜それで｜黄色が(F えー)ミニマ















(2) (F ま)私達だけで｜(F あのー)｜(D いっ)｜一度は｜(F あの)イタリアに行って｜(F 
ま)父がちょっと病気で来れないな｜っていうこと話しましたら｜(F ま)大変向こう
の家族も心配して｜(F あの)(F ま)でも｜お父さんを大切にしてくれ｜っていうこ














(4) 女性の発話ですと｜概ね十五ヘルツ前後が概ね(F えー)一(D ト)一セミトーンに当
たります｜なお (F え)グラフの横軸は発話開始からの時間ですが｜最終拍の(M す)
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